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	応用
	抗原情報
	背景
	哺乳類のKelch like 1（KLHL1）は、当初、ショウジョウバエのKelch遺伝子の相同遺伝子として発見されました。KLHL1は、様々な脳組織で高発現しています。KLHL1の予測されるタンパク質ドメイン構造は、アクチンに結合し、二量体を形成し、しばしばアクチン形成タンパク質として機能する、複数のタンパク質の特徴を示しています。神経変性疾患である脊髄小脳失調症8型（SCA8）患者の脳組織において、KLHL1の転写・翻訳開始部位と最初のスプライス部位にまたがるアンチセンスRNAの存在が示唆されています。このことから、KLHL1がこの疾患に関与しており、KLHL1タンパク質の調節がアンチセンスRNAの発現によって影響を受ける可能性が示唆されています。組織特異性：脳で高発現しています。
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	KLHL1マウスmAb（緑）を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。

